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例   言

1 本書は、三日市A遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。
2 遺跡の所在地は、石川県野々市市三日市町地内である。
3 調査原因は、野々市市北西部土地区画整理事業にともなうものである。
4 調査は、野々市市北西部土地区画整理組合からの依頼を受けて野々市市教育委員会が実施した。
5 調査にかかる費用は、野々市市北西部土地区画整理組合が負担した。
6 現地調査の年度・期間・面積・担当者は以下のとおりである。

平成 13年度 第 3次
期 間   平成 13年 11月 8日 ～平成 14年 3月 26日
面 積   1,200∬
担当者   横山貴広 野々市町教育委員会文化課 主査
平成 14年度 第 5次
期 間   平成 14年 5月 9日 ～平成 14年 7月 5日
面 積   750∬
担当者   徳野裕子 野々市町教育委員会文化課 主査
平成 15年度 第 10次
期 間   平成 15年 4月 2日 ～平成 15年 5月 7日
面 積   792∬
担当者   横山貴広
平成 15年度 第 11次
期 間   平成 15年 7月 9日 ～平成 15年 8月 31日
面 積   550∬
担当者   横山貴広
平成 17年度 第 18次
期 間   平成 17年 4月 14日 ～平成 17年 9月 25日
面 積   2,256ど
担当者   横山貴広 野々市町教育委員会文化振興課 専門員
平成 18年度 第 25次
期 間   平成 18年 4月 12日 ～平成 18年 10月 13日
面 積   3,451∬
担当者   横山貴広

7 出土品整理は平成 15年度～平成 23年度に野々市市教育委員会が実施 した。
8 報告書の刊行は平成 23年度に野々市市教育委員会文化振興課が実施 した。担当分担は以下の とお
りである。

第 1章 第 2章              田村昌宏 (野々市市教育委員会 専門員)
第 4章                  徳野裕子

第 3章 第 5章 第 6章 第 7章 第 8章  横山貴広
9 現地調査から出土品整理、報告書刊行に至るまでに、野々市市北西部土地区画整理組合、柿田祐
司の協力を得た。 (敬称略)

10 本書についての凡例は以下のとおりである。

(1)方位は座標北を指し、座標は国土交通省告示の平面直角座標第Ⅶ系に準拠している。

(2)水平基準は海抜高であり、T.P。 (東京湾平均海面標高)に よる。
(3)出土遺物番号は、本文・観察表・挿図・写真に対応する。

(4)挿図の縮尺は図に示すとおりである。また、写真図版における遺物の縮尺は統一していない。

(5)土層図の注記は、農林水産省農林水産技術会事務局・財団法人 日本色彩研究所監修『新版
標準土色帖』に拠った。

(6)遺構名称の略号は以下のとおりである。

掘立柱建物 iSB  竪穴建物 :SI  土坑 :SK  ttI SD  小穴 IP
H 調査に関する記録と出土遺物は、野々市市教育委員会が一括して保管 。管理している。
12 例言、本文中に記載されている野々市町の名称は、2011年 11月 11日 の市制施行に伴い、現在は

野々市市となっている。
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第 1章 調査の経緯
本書収録の三日市A遺跡が所在する野々市市北西部地域は、整然とした水田が広がる農業振興地域

であった。しかし、近年における周辺地域の都市化に伴い、本地域も住生活環境の変化が必要となり

宅地化の促進が図られることになった。そこで、平成 11年に野々市町北西部土地区画整理事業が施行

されることが決定した。

北西部土地区画整理施行区域 65,4ha内 には、埋蔵文化財の存在する可能性があり、詳細な確認調査

を行う必要が生じた。そこで、平成 11年 8月 25日 付で野々市町産業建設部長から野々市町教育委員

会教育長宛に土地区画整理事業区域内の埋蔵文化財の分布調査についての依頼が出され、同年8月 31

日付けで同区域での分布調査を行う旨の回答をした。これに基づき、北西部土地区画整理施行区域内

に試掘坑 352箇所を設定し、宅地化など掘削作業できない箇所を除いた 337箇所を、同年9月 27日 ～

10月 19日 にかけて試掘調査を実施した。その結果、以前より存在が確認されていた二日市イシバチ

遺跡の南側の範囲が確定したほか、新たに三日市ヒガシタンボ遺跡、三日市A遺跡、郷クボタ遺跡、

徳用クヤダ遺跡を発見した。

この結果から、野々市町北西部土地区画整理組合、野々市町都市計画課、野々市町教育委員会と協

議を重ね、埋蔵文化財包蔵地のうち、道路等恒久化する工事箇所と、民有地内で十分な遺跡の保護層

が確保できない箇所については、発掘調査を行うことで合意した。平成 12年 4月 13日 付で、野々市

町と野々市町北西部土地区画整理組合との間で野々市町北西部土地区画整理事業地区内埋蔵文化財に

関する協定書が交わされた。

北西部土地区画整理組合から文化庁長官宛に提出される三日市イシバチ遺跡、三日市ヒガシタンボ

遺跡、三日市A遺跡、郷クボタ遺跡、徳用クヤダ遺跡に関する文化財保護法第 57条の 3に基づく届出

は、平成 12年 3月 29日 付で野々市町教育委員会教育長から石川県教育委員会教育長宛に進達した。

これを受けて、同年 3月 30日付で石川県教育委員会教育長から野々市町教育委員会教育長宛に埋蔵文

化財発掘調査の届出に関する通知がなされた。

以上の手続きを終えて、平成 13年度より上記 5遺跡の発掘調査が開始された。

第 1図 北西部土地区画整理事業地区遺跡位置図

-1-
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第 2図 調査区位置図 (S=1/2500)
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第 2章 遺跡の位置と環境
第 1節 地理的環境
野々市市は石川県のほぼ中央、石川平野の要地に位置する。市の大きさは南北約 6.7km、 東西

4.5kmで、県内で最も面積の小さい自治体である。市域は霊峰白山を源とする県下第一級河川手取川

によって形成された手取川扇状地の北東部にあたり、扇央部と扇端部の狭間に位置する。本市で最も

高い標高地は50m、 最も低い地点は 10mで、なだらかな緩斜面となる地勢をみせている。

現在の野々市市は平坦な地形が広がっているが、従前は手取川から派生する多くの小河川によって

形成された微高地と微低地が混在する地形であった。野々市で人々の生活が認められるのは縄文時代

後期前半からで、集落の拠点は標高の高い微高地であった。この時代は扇状地の大部分が未開の原野

で、ススキや低木が生い茂る荒地であったようである。これが稲作の伝わる弥生時代から石川平野の

中で水田耕作が営まれるようになり、土地の開墾が始まっていった。古代以降、農耕具の発達などに

より凸凹の多い土地は次々と開発されていき、未開発地は耕作地として

生まれ変わっていった。明治時代以降は、田区改正による耕地整理が各

地で急速に広がり、市内全域は起伏のない平坦な地形へと移り変わり、

水田区画は碁盤目のように整然となった。このように、大きく広がった

田園風景は、昭和 30年代頃まで見られた。

しかし、昭和 40年代の高度経済成長期以降は、県庁所在地金沢市の隣

接地という地理的条件から、住宅地や商業施設の建設などが著しくなり、

急速に水田風景は失われていった。特に、北部の御経塚地区や南部の三

納・栗田。新庄地区は区画整理事業が進み、新興住宅地として生まれ変わ

っていった。今回、発掘調査箇所となる市域北西部地区も区画整理事業

の一貫として行われており、周辺地は大きな変貌を遂げてきている。ま

た、市内の東部には金沢工業大学、南部には石川県立大学といった教育

機関が置かれ、若者が多く集う学園都市としての性格も持ち合わせている。

今回の発掘調査地である三日市A遺跡は、標高約 15mで、手取川から派生する小河川によって形成

された微高地上に立地する。ただし、市域上流部と比較して、大きな川原石の堆積は少なく、微低地

との高低差も大差ないことから、当時の生活拠点の場としては、非常に適した地であったと思われる。

第 2節 歴史的環境
三日市A遺跡周辺の遺跡を中心として、時代別に概観する。

縄文時代

本遺跡より北東方約 lkm離れたところには国指定史跡となっている 6御経塚遺跡が所在する。御経

塚遺跡は、縄文時代後期中葉～弥生時代初頭にかけて営まれた地域における拠点集落である。当遺跡

で発見された御経塚式上器は縄文時代晩期前半の基準資料となる。御経塚遺跡の近隣には、縄文時代

後期後半～晩期後半の 1チカモリ遺跡や縄文時代後期後半～晩期後半の 2中屋サワ遺跡といった集落

遺跡が点在し、御経塚遺跡の拠点集落を中心に展開した出村的な集落であったようである。これらの

遺跡が存在する地点は標高 6～ 10mに立地し、扇状地を伏流する地下水の湧水域であった。また、当

時の生活に必要な落葉広葉樹と照葉樹が混在する豊かな林野が大きく広がっていた場所でもあったこ

とから、この地帯は当時の人々にとって生活環境に最適な場であったようである。

本遺跡より南東約 2kmの ところには、縄文時代晩期の 17長竹遺跡がある。長竹遺跡は縄文晩期後

半の基準資料となる土器が出土した遺跡で、水田稲作農耕が西日本に波及した極めて重要な時期であ

る。なお、三日市A遺跡及び御経塚遺跡からは、当該時期の稲籾の圧痕のついた土器が出土している。

第 3図 野々市市位置図
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弥生時代

手取川扇状地一帯における弥生時代の遺跡分布を見ると、前期～中期にかけては極めて少なく、後

期に数多 く存在する。御経塚遺跡 (ツ カダ地区)、 15乾遺跡からは、柴山出村式と呼ばれる弥生時代

前期の土器が確認されているが、この時期は弥生文化の波及が十分ではなく、まだ縄文文化の影響が

強く残っていたようである。

弥生時代後期になると、鉄器の普及などを要因とする生産力の向上から人口が増え、それに伴い手

取川扇状地一帯にも集落が展開するようになる。本遺跡をはじめ、周辺にある5御経塚シンデン遺跡、

御経塚遺跡、7長池ニシタンボ遺跡、9二 日市イシバチ遺跡、10郷クボタ遺跡、13三 日市ヒガシタン

ボ遺跡、14徳丸ジョウジャダ遺跡などからは、竪穴建物や掘立柱建物などで構成される集落跡が見つ

かっている。これは、農耕社会が急速に広がったことから、安定した農耕地の確保が必要となったた

め、広範にわたってムラが形成していったと考えられる。

古墳時代

古墳時代前半については、本遺跡に隣接する三日市イシバチ遺跡で、弥生時代後期からの流れを汲

む集落跡を確認することができるが、扇状地上での集落数は激減し、一旦収束傾向となる。ただし、

本遺跡より北方 lkmにある御経塚シンデン遺跡・御経塚シンデン古墳群では、弥生集落廃絶後に 15

基の前方後方墳、方墳からなる大古墳群を造立している。また、二日市イシバチ遺跡でも一辺約 18m
の規模を中心とした大小の方墳 7基を確認しており、各地域を治める首長層の存在を伺い知ることが

できる。

古墳時代後半になると、本遺跡から南方約 4kmの市上流域の扇状地扇央部で末松古墳や上林古墳な
ど後期古墳が築かれるようになる。これは河川上流域における開発が広がり始めていったことを意味

する。

古代

7世紀後半には、手取川扇状地扇央部に、県内最古の古代寺院である末松廃寺が建立される。末松

廃寺跡は、東に塔、西に金堂が置かれた法起寺式の伽藍配置をもち、この寺院建立以降、市内南部地

域を含む手取川扇状地扇央部一帯で耕作地開発が急速に進み、特に8世紀後半以降は 18藤平田ナカシ

ンギジ遺跡をはじめとする周辺各地に集落が増大していく。扇状地扇端部には、初期荘園の遺跡であ

る3横江荘々家跡、4上荒屋遺跡が所在する。また、三日市A遺跡の南方部には、9世紀頃に成立した

古代の官道である北陸道の跡が見つかり、上記荘園遺跡との関係が指摘されている。

中世

ll世紀後半～ 12世紀頃から、在地領主層の武士団の形成がはかられるようになった。地元武士団

である林氏や富樫氏は、手取川扇状地での新開発や再開発に大きな影響を与えた。ただし、市内にお

いて現在のところ中世前半にかけての遺跡はあまり多く確認されていない。中世の遺跡が多く認めら

れるようになるのは、富樫氏が加賀国の守護職に任じられ、野市に守護所を置く14世紀頃からである。

三日市A遺跡をはじめ、近隣の二日市イシバチ遺跡や郷クボタ遺跡、中屋サワ遺跡では、溝で四まれ

た中に建物などが配置される散居村のような景観が広がる集落が認められる。また、本遺跡南方 1.5

kmにある 16堀内館跡では、幅 1.5m、 深さlmほ どの大きな堀で四まれた屋敷地の跡も確認されて
いる。15世紀以降になると、集落跡である三日市A遺跡、8長池キタノハシ遺跡、11徳用クヤダ遺跡

では、掘立柱建物、竪穴状遺構などの主要遺構が密集した村落形態を示し、14世紀頃までみられた散

村から集村へと大きく変わる様本日となる。
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第 4図 遺跡の位置と周辺の遺跡 (S=1/20000)
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第 1表 野々市市と周辺の遺跡
番号 遺 跡 名 種 別 時  代

1 チカモリ遺跡 集落跡 縄文

2 中屋サワ遺跡 集落跡 縄文～中世

3 横江荘々家跡 荘園 古代

4 上荒屋遺跡 集落跡 荘園跡 縄文～中世
5 御経塚シンデン遺跡

御経塚シンデン古墳群
集落跡 古墳 弥生～中世

6 御経塚遺跡 集落跡 縄文～中世

7 長池ニシタンボ遺跡 集落跡 弥生

長池キタノハシ遺跡 集落跡 中世

9 二日市イシバチ遺跡 集落跡 古墳 縄文 弥生 古墳 中世
郷クボタ遺跡 集落跡 弥生 古代 中世

徳用クヤダ遺跡 集落跡 古代 中世

三日市A遺跡 集落跡 弥生 古代 中世

三日市ヒガシタンボ遺跡 集落跡 弥生 古代 中世

徳丸ジョウジャダ遺跡 集落跡 弥生 古代
乾遺跡 集落跡・墓地 縄文～近世

堀内館跡 館跡 中世

長竹遺跡 墓地・散布地 縄文～古墳

藤平日ナカシンギジ遺跡 集落跡 古代 中世

近世

現在見ることのできる集落は、近世に成立したと考えられる。御経塚集落内 (御経塚遺跡デト地区)

や郷町集落 (徳用クヤダ遺跡)隣接地での発掘調査でも、近世の遺構・遺物を発見している。また、

乾遺跡や、三日市A遺跡からは、当該時期の村落墓地跡を確認している。

第 3節 基本層序
基本層序については、下記のとお りである。ただし、各調査区が広範囲であることから、それぞれ

の箇所で若千の相違が見られる。

1の灰色粘質土は土地区画整理事業以前まで行われていた水田耕作上である。2の橙灰粘質土は耕作

土の整地層にあたる。3の暗灰粘質土は中世～近世頃までの耕作土と想定される。4の暗灰褐粘質土は

遺物包含層で、中世の遺構面にもあたる。その下面にある 5の黄褐粘質土は地山面である。

1灰色粘質土 (水田耕作土)

2橙灰粘質土 (水田耕作土整地層)

3暗灰粘質土

4暗灰褐粘質土 (遺物包含層)

5黄褐粘質土 (地山)

第 5図 土層断面模式図

-6-



第 3章 第 3次 (平成 13年度)調査

第 1節 調査の経過
第 1頂 調査に至る経緯
本調査区は区画街路建設に伴う調査であり、調査面積は 1,200∬ である。平成 13年 10月 19日 付で

野々市町北西部土地区画整理組合より当該地における発掘調査の実施依頼が提出された。その後、

野々市町教育委員会との協議を重ね、同年 11月 5日 に石川県教育委員会に埋蔵文化財発掘調査報告を

提出し、現地調査の準備に入った。

第 2項 発掘作業の経過
現地調査は平成 13年 11月 8日 に着手した。調査区設定後、重機により遺構上面までの表土を除去

し、同月 13日 に完了した。人力による作業は 14日 より開始し、包含層を掘 り下げた後に遺構検出を

行い、順次遺構掘削を行った。着手した時期が冬季であり、加えて深い鞍部などが錯綜 していたため、

狭い調査区の中は高低差が激しく、濡れた地面に足を滑らせる場面が多 く難航したこともあり、年度

内一杯の翌年 3月 26日 まで作業にかかることとなった。そのため、雨水によるセクションベルトの崩

落など、十分な検証を行うことができないままの調査終了となった。

出土した遺物の整理作業は、平成 18年度に実施した。内容は洗浄及び記名、選別・接合であるが、

細片が多 く図示できるものはみられなかった。その他、現地での図面の編集と遺物写真の撮影、原稿

執筆を経てすべての作業を平成 24年 3月 30日 に完了した。

第 2節 遺構
既存の用水を挟み、西側を 1区、東側を 2区、南側の小調区を 3区、北に大きく離れた狭長な調査

区を 4区 (a～ c)と して区別した。1区については比較的地山の標高が高 く、安定 した地盤である

が、中央に遺構のみられない空白地帯が存在 し、東側には南北方向の溝が数条確認された。2区 につ

いては、西側の過半が深い鞍部となっており、完全な形での遺構検出は困難を極めた。3・ 4区 につ

いては畝間溝状の遺構や小穴が多く、特筆すべきものは見られなかった。

SK01(第 6図 )
1区の西端に位置する。検出された部分で長さ 3.28m、 幅 0.78m、 深さ0.5mを測る。性格は不明。

SK02(第 6図 )
SK-1の 東に隣接し、長さ最大で 42m、 同じく幅 2.75m、 深さ0.13mを測る不定形の上坑であ

る。内部には多くの小穴がみられ、底面の状態も悪く判然としないが、竪穴建物であった可能性もあ

る①

SP01～ 07(第 7図 )
その他、一定程度の深さを有するピットを図示した。性格は不明である。

SD01(第 8図 )
1区東側に位置する南北溝である。検出した部分の最大幅は 76cm、 深さ 64cmを測る。性格は不明。

SD02(第 8図 )
2区中央の屈曲部に位置する。西半は鞍部により検出不能であったが、検出された部分で幅 128cm、

深さ90cm前後を測る。調査当時は細長い調査区を横切る溝であるというだけの認識であったが、今
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思えば古代北陸道と思われる道路状遺構の】ヒ4Flll側溝にあたるものである。南側側溝については確認し

ていない。

第 3節 小結
本調査区は、三日市A遺跡の南側縁辺部にあたり、西側を深い鞍部で分断されていることもあり、

遺構密度としてはさして高い部分ではなかった。調査時の天候の悪さに加え、粘性の強い地山によっ

て決して十分な調査を行えたとは言えないものである。また、当時担当者は本調査区に古代北陸道が

通っているという認識はまったく持っておらず、路面の硬化状況の確認等はまったく行っていないが、

現在 530mの区間が部分的に確認されている古代の官道の、発見の端緒となる調査であった。
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SK01・ 02

ロワ

第 6図 SK01・ 02遺構図・

1 灰色粘質土
2 暗褐色粘質土に濁黄褐色粘質土ブロック
3 暗褐色粘質土
4 濁明褐色粘質土
5 明褐色粘質土
6 濁明褐色粘質土
7 淡責褐色粘質土
8 黒褐色粘質土に地山ブロック
9 暗灰色粘質土

1 黒色粘質土
2 灰色強粘質土
3 淡灰黄色粘質土
4 淡黄褐色粘質土
5 濁責色粘質土 (貼床状 )

土層断面図 (S=1/40)
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第 4章 第 5次 (平成 14年度)調査

第 1節 調査の経過
平成 14年 4月 30日付で野々市町と北西部土地区画整理組合との間で委託契約を取 り交わし、文化

財保護法 58条の 2第 1項に基づく埋蔵文化財発掘調査報告は平成 14年 5月 7日付教文第 40号で野々

市町教育委員会教育長から石川県教育委員会へ報告している。

現地での作業は平成 14年 5月 9日 より開始した。調査区設定後、大型重機による遺構面までの掘削

を行い、掘削は 5月 14日 に完了している。調査の実施にあたっては公共座標を基準とした 10m× 10

mの グリッド杭の設定を外部委託により行った。アルファベットと算用数字を用いてグリッド割を行

っている。グリッド杭設定後本格的な調査を開始している。作業員による人力作業は 5月 21日 より開

始した。初日は調査区周辺の草刈 り、壁削りを行い、5月 23日 から遺構検出を南側より開始し、中世

の溝や掘立柱建物を確認した。5月 28日 には更に検出を進め、ピットや古代北陸道にあたる溝などを

確認した。主要な遺構を確認した場合や遺物が出土したものについては、記録作業を行ってから完掘

した。記録作業はスケール 1/20で記録を行い、遺構番号は出土した遺物の取り上げと同時に番号を付

す方法を取った。遺構の上層断面や遺物の出土状況の写真撮影は白黒フィルム、カラーリバーサルフ

ィルムを使用し、デジタルカメラでの撮影も行っている。遺構掘削作業は 7月 1日 に終了し、翌日か

ら排水作業や調査区内の清掃等を行い、翌 7月 5日 にラジコンヘリコプターによる空中写真撮影と測

量を実施した。同日に調査機材の洗浄、搬出作業を終えて現地調査を終了した。

出土遺物整理作業は平成 15年度に野々市町ふるさと歴史館内の調査整理室で実施した。遺物の整理

作業は臨時職員が 1名担当し、手順は、出土した全ての遺物を洗浄し、乾燥した遺物に遺跡名や出土

した遺構番号などを注記した。注記後は可能なものは接合を行い、残 りの状態の良好なものについて

は実測図を作成し、 トレースを行っている。その後現地調査で記録を行った土層断面図などの トレー

スも実施した。

報告書の刊行作業は平成 23年 12月 より開始し、原稿執筆、図版作成、遺物写真撮影、報告書編集

を行い、平成 24年 3月 に刊行した。

V

空中写真測量 遺構検出状況
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第 2節 遺構
SB01(第 9図 )
調査区南端で確認した東西 2問以上、南北 2間以上の総柱式掘立柱建物である。南面と西面は調査

区外へと延びるため、全容は明らかでない。柱間は 190cm～ 220cm、 柱穴の形状は円形や楕円形、略

方形など様々であるが、規模は一辺 30cm前後と均―している。深さは平均 15～ 20cmで あるが、北

面西端の柱穴だけは、一辺約 40cm、 深さ47cmと 規模や深さが他よりも大きい。

SK01(第 9図 )
調査区中央で検出した東西に長い精円形土坑である。長辺 130cm、 短辺 115cm、 深さ 68cm、 西側

には三日月型のテラスを有する。堆積土には黒色粘質土や灰色粘質土など多様な上が混在するように

して埋まっており、全般的に炭化粒が入 り込んでいる。遺物の出土はなかったため、詳細時期は不明

である。

SD01

調査区北端で確認した。東西方向であるが、やや北に傾きをもつ。東西長 646cm、 幅 22～ 60cm、

深さ平均 10cmである。溝内には直径 10～ 20cm、 深さ5cm前後のピットがいくつも確認できる。

SD02

調査区の北端、 SD01よ り3m南方に位置する。 SD01と 同一方向となる東西方の溝である。

長さ 666cm、 幅 20～ 25cm、 深さ 5～ 8cmである。

SD03
SD02の 中央から南西方向へと進む溝である。長さ 780cm、 幅 28～ 44cm、 深さ 8～ 12cmを 測
る。 SD02と は切 りあっており、 SD03の 方がSD02よ りも新しい。

SD04(第 10図 )
調査区北側、SD03の南に位置する東西溝である。方位はSD01、 SD02と 同方向で、やや北
方に傾く。溝の長さは 875cm、 幅約 80cmを測る。溝は大きく2回掘り直されていたようで、掘り変

え毎に南から北へと移動している。深さは当初の溝が最も深く、掘り変えられる度に浅くなっている。

当初の溝の深さは70～ 90cm、 2回 目に掘られた溝の深さが 40～ 45cm、 3回 目に掘削された溝の深

さが 20cm前後である。

SD05(第 10図 )
調査区の中央からやや北側に位置する溝である。東西方向でSD04と 同方位である。1回の掘 り直
しが認められる。長さ 918cm、 幅は当初が 60～ 65cm、 2回 目が 155～ 180cm、 深さは当初が 45～

80cm、 2回 目が 40～ 45cmを沢Jる 。

SD06(第 9図 )
調査区南端で確認した南北溝である。 SB01の 東隣を南下し、そのまま調査区外へと廷びる。長
さ 800cm、 幅 80～ 120cm、 深さ 20～ 50cmを測る。溝の北端には人頭大の自然石の集積が認められ

る。覆土からは中世の上器・陶器が出土している。
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第■ 図 三日市 A遺跡 (第 5次)遺構平面図 (S=1/200)



第 3節 遺物
出土遺物については、弥生時代、古代、中世の 3時期のものが出土している。総体的に出土量は少

なく、実測点数も 10点に止まった。

1は外面赤彩、内面黒色の上師器婉である。9世紀中頃の所産である。2は 8世紀末～ 9世紀初頭の

須恵器蓋である。金沢市の末窯産と思われる。3は須恵器の無台必で、9世紀初頭のかほく市の高松産

と推される。4は 8世紀後半頃と思われる土師器婉である。5は須恵器の有台必で、3と 同様 9世紀初

頭の高松産と考えられる。6は 14世紀中頃と思われる土師器皿である。7は珠洲焼壷の底部にあたる。

内面の一部に擦りこんだ形跡が認められ、最終段階で橋鉢的な用途に転用されたようである。8は越

前焼播鉢である。9は砥石である。研ぎ面の裏側には自然剥離の箇所があり、そこを土台にして使用

したようである。10は石斧である。基部は欠損している。刃は外湾刃で、幅が長軸中程で最小となる

括れをもつタイプである。

第 4節 小結
調査区中央やや北寄りにあるSD04と SD05の 間の空間地は、周囲の発掘調査成果などから、
古代の官道である北陸道の路面跡と推測される。方位は東西より北方へ 18° 触れ、路面の幅は860～

980cmを 測る。路面内には複数の不定形な穴が錯綜しているが、轍など道路に直結する遺構かどうか

は不明である。なお、硬化面は確認できなかった。また、SD04は北側の側溝、SD05は南側の
側溝にあたる。両溝は 2、 3回掘り直されていることから、道路の造り替えがあったようである。時期

は側溝から出土した須恵器などから、8世紀後半～ 9世紀中頃と考えられる。

SD04の北方に位置するSD01や SD02な どの東西溝は、遺構配置などから畝状溝となり耕作
用の溝と推測される。これらの溝は、SD04や SD05と 同一方向であることから、古代北陸道跡
が機能していた時期に耕作地として利用されていたようである。

調査区南半には2間以上×2間以上の総柱式掘立柱建物SB01を検出した。SB01の東方にあ
る南北溝 SD06は、SB01に汁する区画もしくは排水溝と考えられ、溝によって画された宅地が
存在したようである。時期は出土遺物から14世紀中頃と推される。なお、周辺一帯で実施された発掘

調査では、当該時期の遺構・遺物はほとんど確認していないことから、本調査区とその近隣地のみに

展開した極めて小規模な集落跡が存在したようである。
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2006「加賀 。能登の様相」『中世北陸のカワラケと輸入陶磁器・瀬戸美濃製品』

北陸中世考古学研究会

-18-



彰 2

0                       10cm

第 12図  出土遺物実測図 (S=1/3)

第 2表 出土遺物観察表
実測
番号

遺構
類 口 径 器高 底径 色調 (内 ) 調整 (内 )

残存率 備考 番号
(cm) (cm) (cml 色調 (外 ) 調整 (外 )

ユ SD04
土師器

(140)
里
ヽ

ミガキ、内黒
小片 内黒赤彩 N-5

婉 にぶい橙 ロクロナデ、赤彩

2 SD04
須恵器

200
灰 ロクロナデ

口縁 1/9 焼成不良 N-6
蓋 灰 ロクロナデ

3 SD04
須煮器

120
灰 白 ロクロナデ

口縁 約 1/4
嘱 旗 4｀ 民

歪みあり
N-7

イ 灰白、灰 ロクロナデ

4 SD05
土師器

(162)
袴 ロクロナデ

口縁小片 赤色酸化粒あり N-4
幼 橙 ロクロナデ

5 壁 面
須恵器 灰 ロクロナデ

底部 約 1/4 N-8
有台郭 灰 ロクロナデ

6 SD06
土師器 にぶい橙 ヨコナデ 亦 色 跛 1ヒ剋 め ワ

全体的に磨耗
N-3

皿 にぶい橙 ヨコナデ

7 SD06
狭 洲I樽 灰 ロクロナデ、指F垢

底言卜約 1/4 海綿骨針あり N-1
一¶ 灰、灰白 ロクロナデ

8 包含層
越前焼

(332)
灰、灰白 ロクロナデ、卸E

外面に重ね焼き痕あり N-9
括鉢 灰 ロクロナデ

第 3表 出土石製品観察表
実測
番号

遺構 器種
最大長 最大幅 夫 厚 質量

番号
(cm) (cm) am) (宮 )

9 SD06 砥石 (187) N-2
包含層 打製石斧 (1■8) (230) N-la
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第 5章 第 10次 (平成 15年度)調査

第 1節 調査の経過
第 1頂 調査に至る経緯
本調査区は、区画街路の建設に伴う調査であり、調査面積は 792∬である。平成 15年 4月 1日 付教

文第 6号にて石川県教育委員会へ発掘調査報告を提出し、その後現地における発掘調査の準備に入っ

た。

第 2項 発掘作業の経過
現地における調査は年度が変わって間もない平成 15年 4月 2日 に着手した。調査区の設定後、重機

を用いて遺構面までの表上を除去し、人力での作業は同月 11日 より開始した。まず遺構面までの包含

層を掘り下げ、同時にグリッドごとに遺構検出を行いながら並行して遺構略測図を作成した。その後

遺構の掘削を進め、必要な記録の作成や写真撮影などを実施し、5月 7日 に現地における調査を終了

した。

出上した遺物の整理作業は、平成 18年度に行った。内容は、遺物の洗浄と記名、分類・接合である

が、小片が多 く、かつ出土量もわずかであるため図化 して掲載できるようなものは出土していない。

その後、現地での記録図面の編集や遺物写真の撮影、原稿執筆などを行い、平成 24年 3月 30日 にす

べての作業を完了した。

第 2節 遺構
確認された遺構は隣接する第 9次調査区に続 く古代北陸道と思われる道路状遺構の側溝が主なもの

であり、それ以外の小穴や不定型な土坑等については性格は不詳である。また、調査区北端には畝間

溝と思われる細い溝が確認される。各遺構の配置については遺構全体図で確認いただきたい。また、

道路状遺構の溝データについては『三日市A遺跡 5』 (平成 24年 3月 30日 )第 9次調査の章を参照

願いたい。

第 3節 小結
本調査区で確認された古代北陸道と思われる道路状遺構は第 9次調査と一体となって理解されるベ

きものであるが、調査原因の違いから別冊となっており大方にご不便をおかけすることを申し訳なく

思う。しかし、これまで不明であった加賀平野における古代北陸道の実態を解明する端緒となった調

査であり、意義深いものであった。
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第 6章 第 11次 (平成 15年度)調査

第 1節 調査の経過
第 1項 調査に至る経緯
本調査区は、区画街路建設に伴う調査であり、調査区が 2か所に分かれている。合計の調査面積は

550∬である。本調査は、先行して実施していた第 9次調査と第 10次調査の調査中に追加の条件 とし

て依頼されたものであり、野々市町北西部土地区画整理組合 と野々市町が 7月 7日付で変更契約を締

結し着手したものである。発掘調査報告は平成 15年 7月 7日付教文第 97号で提出している。

第 2頂 発掘作業の経過
調査は、最初に西側 (C-1区 )の調査区より開始した。平成 15年 7月 9日 に重機を用いて遺構上

面までの表土を除去 し、その後入力による作業に着手した。内容は、包含層の掘 り下げと同時に遺構

を検出し、並行して遺構略測図を作成した。その後遺構の掘削を開始し、必要な情報を記録に残 した。

東側 (C-2区 )の調査区を含め、すべての現地調査が終了したのは 8月 31日 であった。
出土した遺物の整理作業は、平成 18年度に行った。遺構密度、出土遺物ともに非常に少なく、10

日間という短い期間の作業であった。その後、現地での記録図面の編集を行い、原稿執筆を含めたす

べての作業を平成 24年 3月 30日 に完了した。

第 2節 遺構 (第 13～ 15図 )
C-2区 については三日市A遺跡推定値の縁辺ということもあり、特筆すべき遺構は確認されなか
った。C-1区 については竪穴建物 2棟が確認されている。 S101は 2.12m× 2.04mを 測る略方形
の竪穴建物である。数基の上坑等により形はいびつであるが、床面までの深さは最深で約 20cmで あ

る。遺物は 1点掲載しているが、弥生時代後期後半の有段口縁の奏であり、混入品と思われる。 SI
02は 2.08m× 2.04mを 測るほぼ正方形の竪穴建物である。やはり多くの遺構で攪乱を受けているが、

床面までの深さは約 5cmと 大きく削平されているようである。図示できる遺物の出土はみられなかっ

た。その他、数条の溝状遺構や土坑が確認されている。

第 3節 遺物 (第 16図 )
図示できた遺物は 10点 と非常に少ない。古代のものとしては 2～ 6ま での須恵器 6点がある。他は

近世の遺物が主体である。詳しくは遺物観察表 (第 5表)を参照いただきたい。

第 4節 小結
C-1区 については隣接する第 25次調査区とあわせ、農地として利用されていたものであろう。
C-2区についても、小振りの竪穴建物 2棟が確認されているが散発的なものであり、遺跡推定地の
縁辺ということもあって後代は主に農地として利用されていたものと考えられる。
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Cl区‐SЮ l

Cl区‐SЮ2

隔 ∽m

b

17600m

1 黒灰褐色土
2 黒灰褐色土 (1層 より暗い、黄色土が帯状に伸びる、貼床か )
3 暗褐灰色土 (黄色土プロック)
4 暗褐灰色粘質土
5 濁暗褐灰色粘質土 (黄色土多 )
6 暗褐灰色土 (溝覆土 )

田

．α

誌    生

1 暗褐色土
2 暗褐色土 (責色土粒多 )
3 暗褐色土
4 暗褐灰色土
5 暗褐色土 (1層 より淡い )
6 褐灰色土 (黄色土粒多 )
7 濁黄褐色土
8 濁黄褐色土 (7層 より暗褐色土多 )

v    生

1 暗褐色土
2 暗褐色土 (黄色土粒微 )
3 濁暗掲色土 (黄色土粒少 )
4 暗褐色土
5 濁責褐色土 (暗褐色土)
6 濁黄掲色土
7 暗褐灰色土
8 濁黄褐色土

土層断面図 (S=1/40)第 13図 Cl区 S101・ 02遺構図
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Cl区―SD01・ SD02(調査区北壁)

Cl区‐畝溝 (調査区西壁 )

Cl区―SK01(調査区南壁)

灰色土 (耕作土 )

灰色土 (耕作土 )

灰色土 (耕作土 )

褐灰色土 (床土 )

暗褐色土 (茶色がかる、包含層 )

暗褐色土 (黄色上、砂質 )

灰色土

灰色土

灰褐色土

灰褐色土 (3層 より明るい)

茶褐色土 (包含層 )

暗褐色土

濁暗褐灰色粘質土

暗褐色土

暗灰掲色粘質土

暗褐色粘質土 (灰色粘質土 )

1 灰色土 (耕作土 )
2 褐色土 (床土 )
3 濁褐色土 (砂質 )
4 濁褐色土 (砂質 )
5 暗褐色土 (包含層 )
6 暗褐色土 (包含層 )
7 暗褐色土 (6層 より暗い )
8 濁暗褐色土 (粘質あ り、黄色土粒 )
9 濁暗褐色土 (責色土 )
10 濁黄褐色土

７

８

９

１０

■

暗褐色砂質土

暗褐色土 (包含層 )

褐色土 (砂質、黄色土粒 )

褐色砂質土

濁黄褐色土 (地山の汚れ )

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю

C′

17600m

Cl区‐SD03～05

Cl区‐SD06

d

ｅ一̈

1 暗褐色土
2 暗褐灰色土 (炭粒微 )
3 暗褐色土 (責色土粒微 )
4 濁暗褐灰色土 (黄色土粒少 )
5 暗褐灰色土

1 暗褐色上 (黄色粒微 )

第 14図 Cl tt SD・ 畝滞 。SK土層断面図 (S=1/40)
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C2区‐SK01

C2区―SK02

C2区

C2区―SK04

lZ∞Om 1 暗褐色土 (炭粒 )
2 暗褐色土 (黄色土粒少 )
3 暗褐色土 (黄色土粒 2層 より多 )
4 暗褐色粘質土
5 褐灰色土
6 濁暗褐色土 (黄色土多 )

1 暗茶褐色土 (焼土 焼土粒 )
2 暗茶褐色土 (焼土 焼土粒、黄色土 )
3 褐色土
4 褐灰色土
5 褐灰色土 (4層 より暗い)

暗褐色土

暗褐色土 (1層 より暗い )
暗褐色土 (黄色土粒・焼土粒・炭粒 )

濁褐色土

1 暗褐色土 (炭粒 )
2 暗茶褐色土 (炭粒・焼土地 )
3 暗褐色土 (責色土 )
4 暗褐色土 (3層 より暗い)

1 濁黄褐色土 (暗褐色土 )
2 濁暗褐色土 (責色土プロック少 )
3 暗褐色土
4 暗褐色土 (3層 より暗い)
5 暗褐色土 (4層 より暗い)
6 暗褐色土
7 暗褐色土
8 暗褐色土
9 濁責掲色土
10 濁黄掲色土 (9層 より暗褐色土多 )

1 褐色土 (黄色土少 )
2 褐色土
3 暗褐色土
4 暗褐色土 (黄色土多 )
5 濁黄褐色土 (暗褐色土 )

中
ＳＫ０３

４

田

d′

17000m

C2区‐SK05

C2区…SK06
f

17 01Xlm

f′

第 15図 C2区 SK01～ 06遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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第4表 1遺構機察表
区 酪 長径む血 臨 五 深 闘 � 遇 鸞 愁 輛 臨 1灘麟艶n
Cl SIOl 216 leo 39 C2 SKOl 83 65 46

S102 207 船 17 SKC12 74 65 35

SK03 54 ・船 E131

SDOl 1018 35 12 SK04 70 57 57

SD02 10S7 40 SX05 84 52 85

SD08 478 一鶴 iSK06 90 61 45

SD04 盟 31

鋤 鶴 9004 38 ９ヽ

SD06 749 .48 お

PCll 42 28 40

P02 58 鶴 128
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姿
』

1 ,S101 土器15
2  'SP07
3   ,SP08

4・5 ,SK02
6  iSK05
7～9iSD01

10 泡含層

0                                             10cm

第 16図 出土遺物実測図 (S=1/3、 10のみS=1/1)
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第 7章 第 18次 (平成 17年度)調査
第 1節 調査の経過
第 1項 調査に至る経緯
本調査区は区画街路建設に伴う調査であり、調査面積は2,256ゴであった。平成 17年 4月 1日 付教

文第2-1号にて石川県教育委員会に発掘調査報告を提出し、現地における調査の準備に入った。

第 2項 発掘作業の経過
現地における調査は平成 17年 4月 14日 に着手した。調査区の設定後、重機を用いて遺構面の不要

な乾燥を防ぐため、まず第 19及調査区 (都市計画道路建設予定地)の西側の遺構上面までの表土を除

去し、人力による作業は同月27日 より着手した。内容は、包含層の掘り下げと遺構検出を同時に行い、

並行して1/100ス ケールの遺構略測図を作成し、その後遺構の掘削を行った。途中、植樹などの移転

作業により、一時的に中断を余儀なくされる事態もあったが、東側調査区における空中写真測量を含

めたすべての作業を9月 25日 に終了した。

出土した遺物の整理作業は、平成 19年度に実施した。内容は遺物の洗浄と記名、選別と接合及び実

測図の作成とトレースである。並行して調査員が遺構実測図の編集と遺物写真の撮影、原稿執筆など

を行い、すべての作業を平成 24年 3月 30日 に完了した。

第 2節 遺構 (第 17～ 34図 )
本調査区では掘立柱建物 16棟、竪穴建物 3棟、土坑 9基、溝状遺構 22条、性格不明遺構 6基が検

出されている。第 19次調査区にみられた大型の掘立柱建物とあわせ、周辺には掘立柱建物を主体とす

る集落が展開していたことが知られる。詳細は遺構観察表 (第 6。 7表)を参照願いたい。

第 3節 遺物 (第 35・ 36図 )
遺物は30点図示したが、主体となる遺構からの出上が少なく、内 9点が包含層及び攪乱からの出土

である。須恵器と土師器が主体であり、いずれも9世紀代のものである。詳細は遺物観察表 (第 8表)

を参照願いたい。

第 4節 小結
本調査区は、三日市A遺跡推定地の中央東側にあたり、古代に限定すればその分布の中心部にあた

る。掘立柱建物は 16棟設定しているが、多少強引なものも含まれており、また建物方位軸もあまり統

一性が取れていないものである。隣接する第 19次調査区の様相は、西へ 20° ～ 25° 振れるものが多

く、本調査区ではSB02、 03、 04、 が該当する。これらは第 19及調査区で最も大きな掘立柱建物

SB09と 類似する方位軸であり、同時期の建物である可能性が高い。SB09(第 19次)は、南ヘ
150mほ ど離れた地点に伸びる古代北陸道と思われる道路状遺構に建物主軸を直行させる向きで建て

られており、9世紀から10世紀にかけて廃止された石川郡内の駅家の可能性が考えられている。周辺

では数次にわたる調査が実施されているが、既存の調査結果ではその性格を決定づける成果がみられ

ない状況であり、最も肝心な隣接する民地部分に未調査の地点を残している。当該地は駐車場などの

盛土造成工事がすでに行われており、今後しばらくは発掘調査の封象となることは考えがたい部分で

あるが、未報告調査の資料精査などを通してその性格の解明に迫って行きたい。

参考文献

『野々市町史』通史編 第 1章 原始 。古代  第 4節 越前国から加賀立国ヘ

3 古代の道路とその背景  石川県野々市町 2006
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0                            2m

1 淡暗黄褐色粘質土 (マープル状 )
2 暗灰褐色粘質土
3 淡灰黄色粘質土
4 暗褐色粘質土 (責色粒少 )

第 17図  3区 SB01遺構図・土層断面図 (S=1/40)

暗灰色粘質土

暗灰色粘質土 (黄色土マーブル状 )

淡黄色粘質土 (地山質 )

淡暗褐色粘質土

濁暗褐色粘質土
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２．２③
０ＢＳ SB02-9

eァδ

第 18図 3区 SB02遺構図・断面図 (S=1/40)
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b′

1

2
3
4

5

6
7
3

暗禍色粘質土 (責色粒少)
暗灰褐色粘質土

暗炭‐責色マープル状土

暗褐灰色粘質主 僚色粒少)
濁淡暗灰色粘質土

褐色粘質土

暗4Bt粘質上 (1層より暗い)
暗灰色粘質土

淡暗褐色粘質土

淡灰費色粕質土 (マーブル

"淡黄●猫質土

淡暗尿色梢質土
淡灰費色粘質上

９

１０

■

１２

・３

d′

i 暗褐反色活質土 (黄色粒少)
2 渫黄毎粘寮土 (暴毎プロツタ)
3 暗床色粘質土 (真色荘卵
4 2層に同じ
5 暗灰色粘質土 (責色ブ百ック少)

第 19図 3区 SB02土層断面図 (S=1/40)
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第塑図 3区 .SB05遺構図 '断面図 lS―1/40J

■ 34■



至一範

第 23図 1区 SB06遺構図 ‐断面図 (S■ 1/40)
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～一鰤

2区tSB07

4-区・SB08
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6区‐SB09

FsB09-

SB09‐4

6区―SB10 c田 田 d

田 a

SB10‐ 1

SB10-2

SB10‐ 3

C  田     2m

第 25図  6区 SB09・ SB10遺構図・断面図 (S=1/40)
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SB11‐ 3

由 oイ

SBll‐ 3

第126.図 8区 SBlll建樽図 ■断面図 俗凱/40J
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第127図 3盛 SB12-違樽図 1断面図 lS―-1/401
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f′

-  1
2
3

4

暗灰色粘質土 (責色粒少)
暗灰褐色粘質と (黄色粒中)

暗褐色粘質土 (黄色粒少)
黒色粘質土 (やや浚く黄色粒少)

o                          2m

9区…SB16

4
d田

SB16‐ 1

田 d′

SB16‐ 2

第 30図 9区 SB15・ 10区 SB16遺構図・土層断面図 (S-1/40)
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9区‐SЮ l

3
4
5
6
7
8
17

18

19

S

暗褐色粘質土

暗褐灰色粘質土 (湿っぽい )
暗灰色粘質土 (湿っぼい、黄プロック)
暗褐灰色粘質土 (湿っぽく粘 り大 )
暗褐色粘質土 (黄色粒少 )
暗灰色粘質土 (黄色粒少)

暗褐色粘質土 (黄色粒少 )
暗灰色粘質土 (黄色土マープル状 )

濁暗灰黄色粘質土

卜一蝋

1 耕作土
2 暗灰色粘質土
3 暗褐色粘質土
4 暗褐灰色粘質土 (湿っばい )
5 暗灰色粘質土 (湿っぽい、責ブロック)
6 暗褐灰色粘質土 (湿っぼく粘 り大 )
7 暗褐色粘質土 (黄色粒少 )
8 暗灰色粘質土 (黄色粒少 )
9 暗灰褐色粘質土 (責色粒中)

10 暗褐灰色粘質土 (黄色粒中)
11 暗灰色粘質土 (黄色粒中)
12 責色粘質土 (地山質)
13 責褐色粘質土 (地山質 )
14 暗灰色粘質土
15 褐灰色粘質土
16 濁褐色粘質土 (マーブル状 )
17 暗褐色粘質土 (黄色粒少 )
18 暗灰色粘質土 (責色土マープル状 )
19 濁暗灰黄色粘質土

9区‐S102

ｄ一ｍ

暗褐色粘質土

暗灰褐色粘質土

暗褐灰色粘質土 (黄色粒少 )

暗灰色粘質土 (責色粒少 )

第 31図 9区 S101・ 02遺構図 土層断面図 (S=1/40)
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16帥
と 騒 雛 疑

(悪

藁茎響?Jプ朔
3 戻褐色粘質土 (責色土マーデル状)
4 暗灰色粘質土 (黄色土縞拇
5 淡黄色粘質土 (暗仄土マ

ー
ーブル状)

6 暗反色活質上 (黄色土)
7 淡賛色土矯賓土 (通山質)

1 鵜灰色粘質i(マ
ー
ープル鉤

2 暗療色粘質土 (黄色土マーブル状)

:露離肇巖委
=燃

o 暗灰●粘質土 (責色■)
7 淡黄色土粘質土 (逸山質)
3 旧耕作土
9 暗反務色粘土
10 原点色粘土
11 責灰色粘主 (床土〉
12 濁暗灰色粘質土

第32図 10区 SЮ3遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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中央交差点‐SK01

ａ一価一　　２
1 褐色強粘質土
2 灰禍色粘質土
3 褐色粘質土 (黄色粒多)
4 褐仄色強粘質土 (黄色粒少)
5 淡暗灰色粘質土 (黄色ブロック)

第 33図 中央交差点区 SK01・ 6区 SK03遺構図・土層断面図 (S=1/40)

6区‐SK03
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b′

ｂ．６００ｍ
生

暗灰褐色粘質土

暗黄掲色粘質土 (やや淡 く黄色粒少 )

灰責色粘質土

1 褐灰色粘質土
2 灰褐色粘質土 (黄色粒少 )
3 灰黄色粘質土 (ま だら)
4 淡暗灰色粘質土
5 濁暗灰色粘質土
6 暗灰色粘質土
7 濁灰褐色粘質土 (ま だら)
8 淡暗灰色粘質土 (ま だら)
9 淡責色粘質土 (地山質 )

第 34図 7区 SK04～ 07遺構図・土層断面図 (S=1/40)

暗灰色粘質土

オリープ灰色強粘質土

灰色強粘質土

淡暗灰色粘質土 (黄色粒少 )

灰

灰

暗

暗

淡

淡

色粘質土 (責色粒少 )

黄色粘質土
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第 6表 掘立建物一覧表 1

遺構 | グリッド 1  軸  号辞1揺評1梁 1桁 構成SP 長径 短径 深度 遺物
掲載番号

その他

SB01 1      1N13-W 1430180+13 1二 十 SB0

SB0 l12

SB0

SB0

SB0

SB0

SB0

SB0

SB02 1      1N‐ 18‐W 14181410+1312+ SB02‐01 54+ 切り合ヤヽ、庇 ?

SB0202 49+ 不 明 切り合い、庇 P

SB02-03

SB02-04

SB02-05

SB02-06 55+ 48 切 り合い

SB02‐07 44

SB02‐08 48

SB02‐09

SB02-10 35+

SB02 11 76+

SB02-12

SP04

SB03 1      1N‐ 22-W 1 3501 3421 1 1 ユ SB03-01

SB03-02

SB03-03 45

SB03‐04

SB04 1      1Nツ 小W 1 2901 2151 1 1 1 SB0401

SB04-02

SB04‐03

SB04‐04 44

SB05 1     1悴 31‐W 1374 3781212 SB05‐01

SB0502

SB0503

SB05-04

SB05-05 35+

淵06 1     N‐ 16-W 1485+13342+|ユ SBO← 01

SB06‐02

SB06‐03

SB06-04

SB07 1     1E‐ 10頭  1200 35511 12 SB07 01

SB07‐02 35+

SB07‐03

SB07‐04

SB07‐05

N-11-WV  1  2471  2101  1  1  ユ SB08 111

SB08 C12

SB08-03

SB08-04
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第 6表 掘立建物一覧表 2
遺構 | グリッド 1  軸  愚評1揺評1梁 1桁 構成SP 長径 紐 往Cin 深 度 還 靱

掲載番号
その他

SB09 1     N15‐ W 430■ 1120+3+ 1+ SB09‐ 0ユ

SB09‐02

SB09‐03

SB09‐04

SB09‐05

SB09‐06

SB09‐07

SB10  1          1N-12ヽ V  1 3201131+1 2 1 1+ SB10-01

SB10-02

SB10‐03

SB10‐04

SB10‐05

SBll l   E■ 郷 | 1  212
1   340   162

庇 295

SBll‐01

SBll‐02

SBll‐03

SB

SBl1 05 29+

SB

SB 40

SB

SB12 1      1N-14W 1350131712 12 SB 42

SB 歩02

SB 歩03

SB み04 49 17

SB

SB

SB 2-07 44

SB13 1      1N‐ 1‐W 1301 29611 11 SB13-01

SB13-02

SB 3つ3

SB

SB14 1   1E■ }N1840+1200+14+lμ SB 牛01

SB 牛02

SB

SB14‐04 切 り合い

SB14‐05 56+ 切 り合い

SB14-06

SB14‐a 建替え P

SB14‐ b

SB14‐c 40 40

SB14‐ d 48

SB15 1      N‐ 8‐W 1280不 明 11 1不明 SB15 01

SB15-02

SB16 1     1μ 5W 1390+225+1+11+ SB16-01

SB16 C12

SB1603
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1・2  ,1区SD01
3・4 ;1区包含層
5   ,7区 SK05
6   ,7区 SK07
7  ,7区 SK06・包含層北東・カクラン
8～12;7区北東隅拡張区包含層
13  ,8区 SK07
14～ 15,8区 SK08

0                      10cm

第 35図 出土遺物実測図 1(S=1/3)
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２４

23

16 ;8区SK08
17 ;8区SK09
18  ,3区 SP28
19 ;8区SP41
20 ;8区 SX02西包含層
21・22;8区 SX02
23 ,9区 SЮl
24 ,9区 SD20
25 ,9区 SP49
26  ;9区SP52
27・ 28,9区 SP58
29  ;9区SP71
30 ,8区 SX02

27
0                      10cm
|

|1予 !trl
i■
,ブ

第 36図 出土遺物実測図 2(S=1/3)
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第
7表
 
出
土
遺
物
観
察
表

版 号
図 番
掲
載
番
号
種
別

器
種

出
土
地
点

口
径
径 ｍ

底 ｍ

一 局 ｍ

器 ｍ
跡 値

外
面
調
整

内
面
調
整

外
面
色
調

面 調
内 色

胎
土

測 号
実 番

備
考

1
1

須
恵
器

郭
Al
区
SD
01

刀ヽ
片
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

25
Y6
/1
25
Y6
/ユ
Ll

W1
07
9

2
土
師
器
短
胴
金
Al
区
SD
01

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ナ
デ

75
YR
5/
3
75
YR
6/
1

1、
 
�
径2
、
 S
2
W1
07
8

須
恵
器

不
A
Al
区
包
含
層

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
ヘ
ラ
切
り
ロ
ク
ロ
ナ
デ

5Y
6/
1
5Y
6/
1

W生
1、
 S
2

K/
10
76

須
恵
器

不
B
Al
区
包
含
層

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
ヘ
ラ
切
り
ロ
ク
ロ
ナ
デ

N4
/0
N5
/0

W1
1、
 S
2

卜
10
77

須
恵
器

不
B
A7
区
SK
05

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
ヘ
ラ
切
り
ロ
ク
ロ
ナ
デ

10
YR
7/
1
10
YR
7/
1

1、
 h
12
、
 S
l
ふ/
10
80

須
恵
器

不
B
A7
区
SK
07

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
ヘ
ラ
切
り
ロ
ク
ロ
ナ
デ

5Y
6/
ユ
5Y
6/
1

W1
1、
 S
2

ふ/
10
81

土
師
器
長
胴
金
A7
区
SK
06
・
包
含
層
北
東
・

カ
ク
ラ
ン

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

75
YR
6/
3
75
YR
5/
3
W1
2、
 S
2

ふン
【0
82

須
恵
器

啄
蓋
A7
区
北
東
隅
拡
張
区
包
含
層

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

5Y
7/
]
5Y
6/
1
�
11
、
 S
3

トン
10
84

須
恵
器

不
蓋
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第 8章 第 25次 (平成 18年度)調査

第 1節 調査の経過
第 1項 調査に至る経緯
第 25次調査は、遺跡推定地の範囲内において、遺構面までの保護層が薄く、区画整理事業そのもの

を行う時点で遺構が破壊されてしまう可能性が高い民地部分に係る調査であり、平成 12年に締結した

協定書により当初の発掘調査計画に盛 り込まれていたものである。

平成 18年 3月 20日 付で石川県教育委員会に発掘調査届を提出し、4月 10日 より現地における調査

に着手した。

第 2頂 発掘調査の経過
4月 10日 に調査区の設定を行った後、4月 12日 より1区から3区 までの表土除去に着手した。今

次の調査は場所が大きく離れており、地点によって 1～ 4区の調査区を設定した。表上の除去は、包

含層上面までの除去を基本とし、以下の遺構検出面までは人力により慎重に掘 り下げる手法を取った。

4月 17日 より1区の包含層掘 り下げを開始し、遺構検出と同時に略測図の作成を行い、25日 より遺構

の掘削に着手、5月 1日 に終了した。同 8日 には 2区の包含層掘 り下げに着手し、26日 に遺構の掘削

までを終了、同日より3区の包含層掘 り下げに着手している。その後 6月 7日 には 1～ 3区における

すべての作業を完了し、翌 8日 に空中写真測量を実施した。

4区については 6月 7日 より表土除去作業に着手したが、周囲が完全に道路に囲まれている状況で

あり、排上を搬出する場所も確保することができなかったため、西と東の半分ずつに分けて調査を行

うこととなった。6月 13日 よりまず西側部分の包含層掘 り下げに着手し、7月 26日 にすべての作業を

完了して空中写真測量を実施した。その後埋め戻 しと東側部分の表土除去を並行して行い、東側部分

の包含層掘 り下げには 8月 17日 に着手、9月 13日 にすべての作業を終了し空中写真測量を実施し第

25次の現地調査を完了した。

出土品の整理作業については平成 23年度に実施し、平成 24年 3月 30日 をもって報告書の刊行を含

むすべての作業を完了した。

第 2節 遺構 (第 37～ 45図 )
古代の遺構は 1・ 2区 に集中しており、竪穴建物 5棟、掘立柱建物 7棟などが集中している。多 く

の竪穴建物を確認した第 18・ 19次調査区に近 く、周辺は三日市A遺跡における古代の中心部分と考

えられる。3区 については遺構密度が非常に希薄であり、出土遺物もほとんどみられなかったが、わ

ずかに出上した細片は中世期に降るものであった。また、4区については中央西側を南北に走る小溝

によって東西に区画されており、西側には小穴群や若子の土坑がみられ、東側には畝間溝と思われる

溝遺構が多 く存在する。また、全域で縄支土器の小片が地山内より散見されたが、覆上の判別はかな

わなかった。主な遺構の詳細については遺構観察表 (第 9表)を参照願いたい。

第 3節 遺物 (第 46～ 49図 )
遺物は 70点掲載した。ほとんどが 1・ 2区で出土したものであり、4区から出土したものは 9点で

ある。いずれも9世紀半頃のものであり、4区では他に中世期の小皿小片が多い。詳細については遺

物観察表 (第 10表)でご確認願いたい。

第 4節 小結
今次の調査で、1,2区 については三日市A遺跡における古代の遺構分布範囲の中心であり、隣接
する調査区からは他にも多 くの掘立柱建物が検出されている。また、3区 については掲載した遺物に
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つVヽては菅代のもので
|あるが、1離のJ48と して雄中世のものが多い。本遺跡は苗鶴‐帯セこ―■登期の

集落の中心があり、こ|の調査区についてはその範回の難限に1迂いものと思われる。4区についても中

と期の集藩細 に含まれるものである。↓`ずれにしてき、今後ほ1調査原因.の遺根を越えて地区どとの

進韓図を合成し、全体として遺跡の魔がつを担攘する必要がある。このことは、本遺膝の南側に差路|

吉代荘隆蓮を中心として、三日市A遺跡わ単どのように機能して▼ヽ|た.のかを知|るためには不可久のT44
-で―
ある。
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16200m

1 暗褐灰色粘質土 (黄色粒少 )
2 淡暗灰褐色粘質土 (黄色粒シミ状 )
3 暗灰色粘質土
4 暗褐色粘質土

0

第 41図 2区 SB01遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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2区‐SB02

2区―SB03

1 暗灰褐色粘質土
2 暗褐色粘質土
3 暗灰色粘質土
4 暗褐葉色粘質土
5 淡黄色粘質土
(暗灰色土 シ ミ状 )

6 暗褐色粘質土
(やや淡い )

7 暗灰黄色粘質土

第 42図 2区 SB02・ 03遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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2区―SB04

SB04‐ 1

1 暗灰色粘質土
2 暗褐色粘質土 (黄色粒中)
3 暗褐色粘質土
4 暗灰褐色粘質土 (黄色粒少 )
5 暗褐灰色粘質土

f           f′

m随

▽

1 淡黄色粘質土 (灰色土シミ状 )
2 暗灰褐色粘質土 (責色粒少 )
3 淡黄色粘質土
4 褐灰色粘質土 (責色土シミ状 )
5 淡黄色粘質土 (灰色土シミ扶 )
6 淡暗灰色粘質土 (黄色土 シミ状 )

暗灰色粘質土 (責色土シミ状 )

淡暗灰色粘質土 (黄色土シミ状 )

淡暗褐色粘質土 (黄色粒少 )

SB04… 2

５０

２区．ＳＢΥ
ｅ

田

第 43図 2区 SB04・ 05遺構図
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２区〔ＳＢ０６ｔ
ａ

●
SB06-4

暗褐色粘質土

暗褐灰色粘質土

暗灰色粘質土

暗褐灰色粘質土 (責色土少 )

淡黄色粘質土 (暗灰色土シミ状 )

SB06-5

盛土 (旧農道 )

1日耕作土

暗灰色粘質土

褐色粘質土

暗灰褐色粘質土

暗掲灰色粘質土 (黄色粒少 )

暗灰色粘質土

黒色粘質土 (黄色粒少 )

暗灰色粘質土 (黄色粒中)

褐色粘質土 (黄色粒少 )

灰色粘質上 (黄色粒少 )

褐灰色粘質土 (黄色粒少 )

1 暗褐灰色粘質土
2 褐灰色粘質土
3 暗褐色粘質土 (責色粒少 )
4 暗灰褐色粘質土 (黄色粒少 )
5 暗灰色粘質土 (黄色粒少 )
6 暗灰色粘質土 (責色プロック)

！

′

′

′

！

SB06‐ 1

SB06‐ 2

1 暗褐色粘質土
2 暗灰褐色粘質土
3 褐灰色粘質土
4 暗灰色粘質土
5 淡黄色粘質土
6 暗灰色粘質土 (黄色粒少 )

暗褐色粘質土

暗灰褐色粘質土 (黄色粒中)

淡暗灰色粘質土 (黄色土シミ状 )

第 44図 2区 SB06遺構図・

暗褐色粘質土

暗褐灰色粘質土

暗灰褐色粘質土

暗灰色粘質土 (黄色粒少 )

16300m

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

SB06‐3

土層断面図 (S=1/40)
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出 a
2区―SB07

2区―S101

16400m

刀
半

1 暗褐色粘質土
2 灰色粘質土 (黄色粒少 )
3 暗褐灰色粘質土 (責色粒少 )
4 淡暗灰色粘質土 (黄色粒少 )
5 淡灰色粘質土 (黄色土シミ状 )
6 淡暗灰色粘質土 (黄色土マーブル状 )
7 淡責色粘質土
8 灰色粘質土
9 暗灰色粘質土
10 淡黄色粘質土 (暗灰色土シミ状 )

■ 淡暗灰色粘質土 (黄色土プロック)
12 灰褐色粘質土
13 淡黄色粘質土 (灰色土シミ状 )
14 淡黄色粘質上 (灰色土シミ状 )
15 淡暗灰色粘質土
16 暗灰色粘質土
17 淡暗灰色粘質土 (責色粒少 )
18 褐灰色粘質土
19 暗灰色粘質上
20 淡黄灰色粘質土

1 赤褐色粘質土 (焼土・黄色粒少 )
2 淡赤褐色粘質土 (黄色粒 )
3 淡黄褐色粘質土 (焼土塊多 )
4 暗灰褐色粘質土 (焼土粒少 )
5 黄褐色粘質土 (ま だら、焼土粒少 )
6 淡暗褐灰色粘質土 (焼土泣・災少 )
7 淡黄褐色粘質土 (炭粒少 )

第 45図 2区 SB07'S101遺構図
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第 8表 遺構観察表
区 遺構名 グ リ ツ ド 長径cm 短径cm 深度cm セクション恥 遺物掲載番号 その他

1 1区―SЮ l 271 250 006´ヤ010 方形部のみ

l 1区‐S102 208+ 切 り合い

l 1区‐S103 254+ 17 013-018 切り合い

l 1区‐S104 444 311+ 019-026 調査区外

l 1区‐SK01 027-033 不明

l 1区‐SK02 234+ 165+ 切り合い

l 1区 SK03 94+ 切 り合い

l 1区‐SD01

l 1区‐SD02 不明

l 1区 SD03

1 1区―SD04

1 1区―SD05

] ユ区 SD06 523+ 6 切 り合い

2区 SB01

2区―SB02 調査区外

2区―SB03 調査区外

2区‐SB04 256 調査区外

2区―SB05 252

2区‐SB06 調査区外

2区‐SB07 (440) 調査区外

2透至‐S101 038・ 039 調査区外

2区‐SK01

2区 SK02 111+ 001 ・002 切 り合い

2区‐SK03

2区‐SK04 58+ 042 調査区外

2区 SK05

2区‐SD01 44 9

2区―SD02 300+ 040 調査区外

2区 SD03 65+ 7 切 り合い

2区‐SD04 171+ 4 切り合い

2 2区―SD05 4

2区‐SD06 9

3区 SD01 15´▼85 ユ 礫群

3区‐SD02 1365+ 38-54 切り合い

3区―SX01 283 265

4区 _SK01 177+ 調査区外

4区 SX01

4区―SX02 208+ 131+ 切り合い、礫群

4区―SD01 1370+ 4 調査区外

4区 SD02 1264+ 9 切り合い

4区 SD03

4区―SD04 823+ 41～ 110 8 調査区外

4区もD05 885+ 41´ヤ85 調査区外

4区 SD06

4区‐SD07 846+ 25-30 058 調査区外

4区―SD08 729+ 29-45 6 切り合い、調査区外

4区―SD09 320+ 7 切り合い、調査区外

4区 SD10 391+ 7 切り合い、調査区外

4 4区―SDll 142+ 6 切り合い

4区―SD12 8 切 り合セ
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第 46図 出土遺物実測図 1(S=1/3)

1・ 212区 SK02
3   ;4aDttP07
4  ;6b優至P04
5  ,6ettSD08
6,7,1伝至S101
8   ,1[ES101
9  11区 S101
10  ,1[至 S101
11  ,1厖豆S102
12  ,1[至 S102
13  ,1じ至S103
14  ,1,至 S103
15  ,1[至 S103
16  ;1じ至S103
17  ,1[至 S103
18  ,l EttS103

0                       10cm

◆ 3
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郎
I

第 47図  出土遺物実測図 2 (S=1/3、  32・

0                      10cm

19  ,1区 S104D
20    ,1区 こS104

21  ,1区 S104H
22    ;1区 S1041
23  11区 SЮ4 B
24  ;1区 S104A
25  ;1区 SЮ4 E
26  ,1区 S104G
27  ,1区 S105C
28  ,1区 S105D
29～ 33;1区 S105覆土

一
一

一
一
一
一

一
一

一

一
″

一ド一一イ　　、ィ　　ィ

ィ
″・‐一
‐
，
ャ

／
　
ぃ．
．‐

一／
´
一

一
一■，

．“
　

一一
布́一・
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34,1区 SK03
35,1区 P03
36;1区 P34
37;1区 P38

基

38・ 39,2仁至S101
40  ;2区SD02
41  ,2区 SK01
42   ;2区 SK04
43   ,2区 SK05
44   ,2区 P02
45   ,2区 P05
46   ,2区 P09
47   ,2区 P27
48   ,2区 P29
49   ;2区 P30
50   ,2区 P31

0                     10cm

第 48図 出土遺物実測図 3(S=1/3)
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51,2区P32
52,2区P46
53;2区P47
54;2優こP48
55;2区P50
56;2区P59

4attSD03
4attSD07
4attSD12
4attP03
4bEttP23

4bttP24
4bE=P30
4bEIP36
4bEIP38

0                      10cm

６６

　

６９

一

　

　

・

６２

６７

６８
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第 49図  出土遺物実測図 4(S=1/3)
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所

コー ド 北緯 東経 発掘期間 発掘面積
m

発掘原因

市町村 豊跡番縄

三日常A遺跡
3次調査

石川県野々市市
みっかいちまち

三日市町
17344
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２

０
υ
Ｏ
υ

３６

３５

４７

20011108

20020326
1,200

記録保存

調査

三日市A遺跡
5次調査

石川県野々市市
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三日市町
17344
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々
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々

つ
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つ
じ

136°

35′

41〃

20020509

20020705
750

記録保存

調査

三日市A遺跡
10次調査
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５

４

つ
０
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じ

Ｒ
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20030402

20030507
792

記録保存

調査

=箔常A遺跡
11次調査

17344

６

２

６

０
０
つ
υ

136°

35′

44〃

20030709

20030831
550

記録保存

調査

三日帯A遺跡
18次調査

石川県野々市市
みっかいちまち

三 日市町
17344

６

２

８

０
υ
Ｏ
υ

136°

35′

51〃

20050414

20050925
2,256

記録保海

調査

三日市A遺跡
25次調査

17344

６

２

１

つ
０

つ
０

「
上

３６

３５

４９

20060412

20061013
3,451

記録朱存

調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項
みっかいち

三日市A遺跡
3次調査

集落 古代、中世
道路状遺構(古代北陸道)、
土坑、溝

須恵器、土師器、中世土器、

石製品

三日市A遺跡
5次調査

集落 古代、中世
道路状遺構(古代北陸道)、
掘立柱建物、土坑、溝

須恵器、土師器、越前焼、

珠洲焼、打製石斧

三日市A遺跡
10次調査

集落 古代
道路状遺構(古代北陸道)、
土坑、溝

須恵器、土師器

三日市A遺跡
H次調査

集落 古代、中世 竪穴建物、土坑、溝
須恵器、土師器、中世土器、

近世陶磁器、銭貨、石製品

三日市A遺跡
18次調査

集落 古代、中世
掘立柱建物、竪穴建物、
土坑、溝

須恵器、土師器、中世土器、

石製品

三日市A遺跡
25次調査

集落 古代、中世
掘立柱建物、竪穴建物、
土坑、溝

須恵器、土師器、中世土器、

石製品

要 約

古代の集落跡と古代北陸道を確認した。集落跡は竪穴建物、掘立柱建物などを検出し、古代
北陸道は路面の幅は8mを超え、両側には側溝も確認した。この古代北陸道に建物主軸を直
交させる向きで建てられた石川郡内の駅家の可能性のある建物も確認されている。中世は、
集落跡を確認し、掘立柱建物などを検出した。
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